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第一章 緒 言

結核ノ早期診断 ノ必要ニシテ而モ困難 ナルハ今

更弦二多言 テ要 シナイ。而 シテ之ガ診断 ノ確定

ニハ、唯徒 ラ ニ理學的徴候 ノミニ偏 スル事ナ

久 各方面 ヨリ出來得ル限 リノ方法テ以テ綜合

セラレネバナラヌ。

現今結核診断及豫後判定上「レントゲ ン」爲眞 ト

赤血球沈降速度測定 トハ鋏 ク可カラザルモノデ

ア ル 。

吾ガ縣立神戸病院中院内科二於テモ、結核性疾

患々者二封 シテハ、赤血球沈降速度 ノ測定 ト「レ

ントグン」検査テ行 フテ通則 トセリ。

然ルニ「レントゲン」窟眞像、臨躰所見等 二於 テ

明二進行性結核 ト診断 シ得 ルモ ノニシテ赤血球

沈降速度 ノ遅延セルモノ、叉反封二 「レントゲ

ンJ爲眞像拉二臨抹上著 シキ慶化 テ認 メ得ザル

者 ニシテ、赤血球沈降速度 ノ甚 シク充進 シ、数

週後 二速 二恢復 シ來ル者等 アルハ吾人 ノ屡 ≧経

験 スル庭 ニシテ、殊 二後者 ノ如キ揚合、 ソノ判

定 二苦 シム事多 シ。

.1900年Weltmann氏 バー種 ノ血清凝固反慮

テ創案 シ、一般臨休家ノ興味ヲ喚起 スル ト共 二諸

種疾患ノ診噺及豫後判定上重要知見ヲ提供セ リ。
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而 シテ ソノ操作 ハ1.0%ヨ リ順次0.9、0.8、0.7、

0.6、O.5、O.4、O.3、0.aO.1%二 至 ル十種 濃度 ノ盤

化石灰液 テ各 々5c.c.宛 試 験 管 内ニ トリ、被検血

清 テ各 々0.1c.Q宛 加 へ 良 ク振 盈 シタル後 沸縢

セル重 湯煎 中 ニ テ15分 間煮沸 シ、血清蛋 白 ノ

凝 剛 犬態 テ観 察 スルモ ノニ シテWeltmann氏

ハ雲 歌 ノ凝固塊 ト透明 ナル上清 トニ分離 ゼル モ

ノテ以 テ完 全凝 固 トナ シ、凝 固塊 テ作成 スル モ

省上清 ノ掴濁 セル モ ノ ラ 以 テ不完全 凝固 トナ

シ、夫 々テ完全凝 固帯、不完全凝 固帯 トセ リ.

而 シテ健康者 ノ完 全凝固帯 ハ0.5%-0.4%ノ

圏 丙 二於 テ現 ハル ニ拘 ハ ラズ諸 種 ノ急性炎症拉

二滲 出性結核 二於 テハ凝固帯 ノ短 縮 テ來 シ、増

殖性、硬化 性結核 二於 テハ凝固帯 ノ延長 テ示 ス

モ ノナ リ ト主張 ス。

爾 來Eckhart,Nannini-Marani,Zanbrano,

Trost。Scherleiter,Scheiderbauer,Kaiser

Rohacora-Weichherz,Dissmann等 ニ ヨ リ追

試 ガ行 ハ レ、 ソ ノ結果 ハ何 レ モ大 同小異 大

禮Weltmann氏 ノ説 テ是認 セ リ。

本邦 二於 テモ最近蜂谷、山中、長野(岡 山署大)、

貝 田、村上(九 大)、 増本(府 大 〉、松 尾(北 大)氏

等 ニ ヨリ同檬 ナル報告 ア リ。

余 等 ハ縣立静戸病院 中院 内科 ノ入院 患者及外來

患者 中 ノ結核性疾患、 圭 トシテ肺結核患者121

名 及 「レン トゲ ン」爲眞像、其他 ノ検 査 ニ ヨリ健

康 ト認 メ得 ル 同僚 及看護婦20名 二該反慮、赤

血球沈降速度拉 二血液像 テ検 シ、其等 ノ相互的

観察 テ行 ヒテ次 ノ如 キ成績 テ得 タ リ。

第二章 實験方法

早朝室腹時耳朶 ヨリ探血 セル血液 二就 テ型 ノ如

ク白血球数、 赤血球数、 血色素量 ラ測定 シ、

塗抹標本 テ作製 スル ト共 二、肘静脈 ヨリ探血セ

ル 血液 二就テ、 赤血球沈降速度 テ測定 シ且、

Weltmann氏 反慮二供 スベキ血液5c.qラ 探血セ

リ。而 シテ是等 ノ血液ハ溶血 ヲ起サザル様豫 メ

注射器 テ乾燥 セシムルカ、又ハ生理的食盤水 ニ

テ洗條 セルモノテ以 テセリ。

白血球撒、赤血球数 ノ計算ハBurker氏 ノ計算

盤iテ用 ヒテ算定 シ、血色素量ハSahli氏 ノHae一

の

mometerニ ヨ レリ。 塗抹標 本 ハGiemsa氏

法 ニ ヨリ染 色 シ、 白血球種類 テ分類 シテ百分卒

ラ出 シ、赤 血球沈 降速 度ハWestergraen氏 法

ニ ヨリ中等値 ラ以 テ表 ハ セ リ。

術Weltmann氏 反 慮 二供 ス ベ キ 盤化石灰 ハ

Merk製 品 テ使 用 シ、豫 メ硫 酸乾燥器 中二2週

間以上貯 へ、充分脱水 セ シモ ノテ以 テ1・0%盤

化 石灰液 テ 作 リ、之 ヨリ上記10種 ノ盤化石灰

液 及0.45%、0.35%ノ 盤 化石灰液 テ 作成 シ實

験 二供 セ リ.

第三章 實験成績

第一節 健康者 二於 ケノレ實験成績

fレ ン トゲ ン」爲 眞像
、臨林 上健康 ト認 メ得 ベキ

者20名 テ撰 ピWeltmann氏 反 磨 テ行 ヒタル

ニ、0.5%迄 完 全凝 固帯 ノ現 ハ レタル者3名
、

0・45%迄 ノ者12名 、0.4%迄 ノ者5名 ナ リ。即

0・5%-0・4%テ 以 テWeltmann氏 凝 固帯 ノ正

常 値 ト認 メ得 ペ シ。而 シテ男女性 別 二依 ル差 異

テ認 メ得 礼

赤血球 沈降速度 中等値 ハ1-8ニ シテ.男子 二於

テハ李均3、 女 子 二於 テハ7"シ テ女子 ハ男子

二比 シヤ ・速進 シ先進諸 家 ノ報告 ニー致 セ リ。

依 ツテ余等 ハWeltmann氏 反 慮 テ0.5%-O・4

%テ 正 常b、0.6%迄 テ短縮 、0.35%以 上 ラ延長

トシ、赤血球 沈 降速 度 ハ中等値 ノ1-8迄 テ正

常、9-一一一24迄 ラ輕度速進 、25-55迄 ラ中等度速
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進t56-85迄 テ高度遠遊t86以 上 テ最高度遠 遊 トセ リ。

第二節 硬化性肺結核患者 二於 ケノレ實験成績(第1圖 参照)

是等 ハ縮 テ臨休上、拉 二「レン トゲ ン」爲眞像 二

依 リ硬化性 ノ古 キ病竈 テ有 スル者 ニ シテ、多 ク

ノ・勢働可能 ノ者 ナ リ。從 ツ テ外 来患者 テ 主 ト

スo

是 等 ノ者28名 テ撰 ビ テ 行 ヘルニ、次 ノ如 キ成
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績 テ得 タ リ。即 チ赤血球 沈降速度 ハ正常 ナル者

12名 、軽微 二速進 スル者10名 、 中等度 二連進

スル者6名 一 シテ帥 チ赤沈 ハ正常 ナルカ、軽度

雲速進 スル者大多数 ナ リ。

Weltmann氏 反 鷹 ・・0.6%ラ 以 テ完全凝固帯 ト

ナス者2名 、0.5%ノ 者4名 、0.0950a

ノ 者3名iO.4%ノ 者5名 、0.35%ノ

者8名 、0・3%ノ 者6名 ニ シテ即 チ大

多数 ハ正 常圏内 ニ アル カ延 長 シ、 短

縮 スル者2名 ニ シテ 然 モ極 メテ軽度

ナ リ。

血液像 二於 テハ、 多 クハ著憂 ナキモ

数 名 二於 テハ軽度 ノ貧血 ラ・認 メ、 白

血 球像 二於 テハ、 白血球数 ハ正常 ナ

ル カ軽度増 多 ン傾 向 テ認 メ、「エオ ジ

ン」嗜好細胞 ノ著明 一増加 セル者 ア

リ。2,3例 二於 テ淋 巴球減 少 セル者

アルモ、 一・般 二正常 圏内乃 至 ヤ ・檜

多 ノ傾 向 ア リ。 「モ ノチー テ ン」ハ正

常 ナル音大多数 ニ シテ、10%以 上 テ

示 ス者 ハ僅 二2名 一 シテM/:L卒 ハ

一般 雲低 ク0 .3以 上 ノ者 ハ28名 中6

名 ナ リ。 次 一Weltmann氏 反 癒 ト

赤血球沈降速度 トノ相互 的関係 二就

テ見 ルニ、 本節 二於 ケル者 ハ雨皮慮

共 二著攣 ナキ者多 キ タメ、 判 定 テ下

、シ難 キモ、凝固帯正常 ナル者12名 中

赤沈速度 モ共 二 正常値 テ示 ス者 ハ8

名 ニ シテ 他 ハ軽度 二速進 スル者多 ク

凝固帯短縮 ノ傾向 アル者2名 、1名

ハ赤沈速度正常他 ノ1名 ハ軽微遠遊

ス、凝固帯延長 セル者14名 中赤沈速

度 ノ正常 ナル者 ハ5名 ニ シテ、 他 ハ

軽 度乃至中等度 二連進 ス。

第三節 増殖性肺結核患者 二於 ケル實験成績(第2圖 参照)
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本症 例16名 二於 テハ、赤血球沈 降速

度 ハ軽 度速進 セル者4名 、 中等 度遠

遊 セル者7名 、 高度速進 セル者5名

_シ テWeltmann氏 完 全凝 固帯 ハ

0.6%ノ 者3名 、0.5%ノ 者2名 、

0,45%ノ 者5名 、0.35%ノ 者5名 ナ

リ。 即大多数 二於 テ正常 圏 内ニ アル

カ、軽度 延長 シ、 短縮 スル者 ハ僅 二

3名 ら シテ、 然 モ ソ ノ度 ハ 軽微 ナ

リ。

血液像 二於 テハ赤血球撒、 血色 素

量共 二減少 ノ傾 向 アル者 多 キモ ソノ

度甚 シカラズ。 白血球 敷 ハ正 常 ナル

カ、増加 スル者 多 ク、著明 ノ「エオ ジ

ン」嗜好 細胞 増加 セル者 アル モ、___.般

二正常 ナルカ減少 セル者多 久 中性

嗜好細胞 ハ 幼弱細胞 タル桿状核 多数

出現 セル者 ア リ。 即 中性嗜好細胞核

左側 移動 アリ。 「モ ノチーテ ンJニ ハ異 常 ナ ク、

淋巴球 モ亦正常値 テ示 ス者大多数 ニ シテ從 ツ

M/L卒 ハ0.2一 ・0.3ノ者 多 シ。

而 シテWeltmann氏 凝 固帯 ノ軽度短縮 セル者

ハ何 レモ、赤沈皮癬iハ中等度乃至高度 二連進 セ
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ル モ、赤沈反応高度 二連進 スル者 ニ シテWelt-

mann氏 凝 固16fノ 正 常或 八反 ツテ延長 ノ傾向 テ

有 スル者 多数 アリ、即 チ是等雨反応 ノ間 二八一

定 ノZF行 關係 テ認 ムル事 ラ得 ズ。

第四節 滲 出性肺結核患者 二於 ケノレ實験成績(第3圖 参照)

赤血球沈降速度 ハ何 レモ速進 シ、17名 中3名 ハ

軽度 二、4名 ハ 中等度 二、他 ノ10名 ハ著明 二

連進 ス。

Weltmann氏 凝 固帯 ハ0.9%ノ 者1名 、0.8%

ノ者3名 、0.7%ノ 者6名 、0.6%ノ 者4名 、0.4

%ノ 者1名 、0.3%ノ 者2名 ニ シテ、即 チ大多

数 二於 テ著明 ノ短縮 ラ認 ム。

延長 セル2名 ハ何 レモ臨休上位 二「レン トゲ ン」

爲眞像 上明 ナル滲出性浸潤竈 テ認 メ得 ルモ ノ._.

シテi内1名 ハ軟化 ノ傾 向著明 ニ シテ室洞 テ謹

明 シ、共 二喀疾結核菌多数陽性 ニ シテ、赤血球

沈降速度 ハ著 明 二連進 ス。

血液像 二於 テハ、多 クハ赤血球撒減少 スルモ1

例(Nr.10)テ 除 キソ ノ度 甚 シカ ラズ。 白血球激

ハ増加 セル者 ト減少 セ ル モ ノトアリテ一定 セ

ズ。 「エ オ ジン」嗜好細胞 バー般 二減少 スルモ著

明 二増加 スル者 アリ(Nr.1、13)。 是 等 ハ何 レモ

検 便上寄生鐘卵 テ認 メズ。 中性嗜好細胞 二於 テ

ハ一般 二核左側 移動 テ認 メ
、淋 巴球 ハ増加 スル

者 アルモ、一般 二正常乃 至減 少 ノ傾向 テ認 メ、

「モ ノチー テ ン」二於 テモ増加 スル者 ト減少 スル

者 アリ。M/L傘 又著 明 二檜 スモ ノ(Nr.10)ア ル

モ大 多数 ハ正常叉 ハ減 少 ス。而 シテM/L卒 高

卒 テ示 ス者 ハ重篤 ナル病状 テ有 スル者 多 シ、即

チ本節 二於 ク'ル 者 ハ赤沈反慮、Weltmann氏

凝 固帯共 二略 ㌃ZF行 シテ障碍 サ レ、 且血液像 二
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於テモ、 「エオジン」嗜好細胞 ノ

減少乃至消失、中性嗜好性細胞

ノ核左側移動、淋巴球 ノ減少等

ラ共二認 ムル場合多 シt然 レ共

尚多数 ノ例外 ノ存スル事 ハ表 二

於テ示 スガ如シ。

第 五 節 混 合 性 肺 結 核

患 者 二於 ケノン質 駒

成 績(第4圖 参照)

是等 ハ何 レモ結核 病舎敬答 ノ重

症患者 ノ ミニ シテ、 観察 セル29

名 中1赤 血球 沈 降速度 ノ正 常 ナ

ルモノ1名 アリ。軽度速 進 セル

者1名 、 中等度 ノ者8名 、高度

二遠遊 セ ル 者17名 ナ リ
。帥 チ

一般 二著明 二連進 ス
。

赤沈正常値 テ示 ス1例(Nr.26)

ノ、一般状態極 メテ重篤 ニ シテ
、

「レソ トグ ン傭 眞像 二於 テノ・両側共 ニ一部 増殖

性 ナルモー般 二滲出性陰影 テ謹明 シ、右側鎖骨

下二鳩卵大 ノ聖明 カナル室洞3ケ ラ認 ム。本例

二於 ケルWeltmann氏 凝 固帯 ハ0 .4%迄 ニ シ

テ正常圏 内ニ アリ。

Weltmann氏 完 全凝固帯 ハ1.0%ノ 者1名
、

0・7%ノ 者6名 、0.6%ノ 者6名tO.5%ノ 者5

名、0・45%ノ 者3名 、0.4%ノ 者6名 、0.35%

ノ者3名 ニ シテ1凝 固帯短縮 セ ル者13名
、正

常圏 内 ノ者14名 、軽度 ナル モ 延長 ノ傾向 アル

者3名 ナ リ。血液像 二於 テハ赤血球 数 ハ多 クハ

減少 ナ シ、白血撒 八苦 明 二増加 スル者 ア リ(Nr.

5,14,27)、 一般 二増加 ノ傾 向 ラ・認 ム
。「エ オジ ン」

嗜好細胞 ハ消失 又 ハ減少 スル者 多 キモ、増加 ノ

傾向 アル者 アルラ認 メタ リ(Nr.18,20,22)、

是等 ハ何 レモ検鏡 上寄生量卯 ラ認 メズ。

中性嗜好細胞 バー般 二著 明二核 左方移動 テ謹 明

シ、時 二「メ久 ミエロチー テ ン」ノ出現 スル事

第 3 圖
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アリn「モ ノチrテ ン」ハ著明二増加 スル者 ト減

少スル者 トアリテ一定 ノ成績 テ得ズ、淋巴球 ハ

大多数例 二於 テ著明二減少セルテ認 メ、M/L

率バー般 二高率 テ示 スモ、時二極 メテ低キ者 ア

リ、高卒 テ示 ス者ハ其後 ノ経:過二徴 シ何 レモ豫

後不良 ノモノナ リキ。

赤沈速度 トWeltmann氏 凝固帯及血液像 トノ

相互關係二就テ観ルニ、Weltmann氏 凝固帯 ノ

短縮セル者 ハ何 レモ赤沈速度ハ速進 シ、且、中

性嗜好細胞 ノ核左側移動 ト淋巴球 ノ減少 テ認 ム

ル者多 シ。 然 レ共Weltmann氏 凝固帯 ノ正常

乃至延長 ラ示 ス者 二於 テ、赤沈速度 ノ高度 雲速

進 シ、著明 ノ中性嗜好細胞 ノ核左方移動、及淋

巴球 ノ減少 テ示 ス者 アリ。

即 チ是等 ノ諸反慮 ノ間ニハ、常二必ズ シモ嚴密

ナルZF行関係 テ認 メ得ザルモ、凝固帯 ノ短縮著

シキ場合ハ赤沈速度及血液像 二於テモ共二著明

二障碍サル者多 シ。
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第六節 血行播布性滲 出性肺結核患者 二於 ケノレ實験成績(第5圖 参照)

本辞 ノ者 ノ・何 レモ「レ ントゲ ン」窮 眞像 、拉 二臨

躰:所見上、 明 二血行性播種 ト診断 シ得 タル者 ノ

ミテ選 ピタル モ ノニ シテ、極 メテ急激 ナル経過

ラ トレル者 アリ、叉慢 性二経過 シ豫後比較 的良

好 ナル者 モ存在 ス。
　

16名 中、赤血球沈降速度正常 ナル者1名 、軽度

蓬蓬 セル者2名 、中等度 ノ者8名 、高度速進 セ

ル者5名 一 シテ、正常値 テ示 ス1例(Nr.16)ハ

目下入院加療 中 ノ者 ニ シテ、 一般 症状比較的良

好 ナル モ、軽 度遠遊 セル2名(Nr.1,2)ハ 共 二

豫後不 良 一 シテ特 二Nr.1二 就 キテハ項 テ改

メテ言巴戦 スベ:シ。

Weltmann氏 完 全凝 固樽 ハ0.9%ノ 者1名 、

0.8%ノ 者2名 、0.7%ノ 者4名 、0.6%ノ 者4
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名、0.5%ノ 者1名 、0.4%ノ 者L1名 、0.35%ノ

者1名 ニシテ、 即 チ短縮 セ ルモ ノ11名 、正 常

圏内 ノ者4名 、輕 度 二延長 セル者1名 ナ リ。

血液像 二於 テハー般 二赤血球数、 血色素量 ノ・共

二減少 ノ傾 向 テ示 ス者 多 シ。而 シテ貧血著明 ナ

ル者 ハ重篤 ナル者 ナルモ、比較的重篤 ナル者 ニ

シテ然 モ赤血球数、血色素量 二著憂 ナキモ ノア

ルテ認 ム。

白血球数 二於 テノ・、正常値 テ示 ス者 ア リ。減少

或ハ壇加 ノ傾 向 テ示 ス 者 デリテー定 セズ。 「エ

オジン」嗜好細胞 バ ー一般 二減少、或ハ滑失セル

者ソ・豫後不良 ノ者多 ク、慢性経過テ トレル者二

於 テハ寧ロ檜加 セル者 アルテ認 ム。

中性嗜好性細胞二於テハ大多数二於テ著明ナル

核左方移動テ來 シ、淋巴球ハ著明 二減少 セル者

多 ク、M/L傘 バー般 二高 久 著明二高卒 テ示

ス者 ノ・豫後不良ナ リ。

本節二於テモ亦赤沈反慮、Weltmann氏 反慮、

及血液像 ノ相互間ニノ・常 二必ズ シモ卒行關係 テ

認 メ得ズ。

第 七 節

褒病後10日 以 内二入院 セ シ者 ト認 メ得 ル者7

名、1ケ 月牛以上 ラ経過 セル者3名(Nr.2,5、

10)ラ 選 ビテ行 ヘル ニ、赤血球沈降速度 ノ・前者

二於 テハ正常 ナ ル 者1名
、輕度速進 セル 者1

名 、中等度速進 セル者3名 、高度速進 セル者2

名 ニ シテ後者 二於 テハ、1名 ノ・正常値 テ示 シ、

1名 ハ極 ク輕度 一、他 ノ1名 ハ中等度 二 速進

ス、Weltmann氏 凝 固帯 ノ・新 鮮 ナル 時期 二於

ケル者 二於 テハ全 ク凝 固 ナキモ ノ1名 、1.0%

滲 出性肋膜炎 二於 ケノレ實験成績(第6圖 参照)

ノ者1名 、0.9%ノ 者・1名、0.7%ノ 者3名 、

0.6%ノ 者1名 ニ シテ、比較的時 日 テ 経過 セル

者 二於 テノ・0.6%ノ 者2名 、0.5%ノ 者1名 ナ

リ。 帥前者 二於 テノ・著 明 二短縮 スル者 多 シ、而

シテ赤沈 トノ關係 テ見 ルニWeltmann氏 凝 固

帯短縮 著明 ナル者 常 二必 ズ シモ赤沈速度 ノ障碍

高度 ナルモ ノニ非 ズ、又赤沈正常 ナル カ、或 ハ

輕度障碍 サル者Weltmann氏 反 磨常 二必 ズ シ

モ正常値 ヲ示 スモ ノニ非 ズ。即 チ雨反慮 ハ常 二
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必 ズ シモ相 準行 セズ。

明 二滲出液 テ説明 シ一般臨鉢所見 ニ ヨ リ明 二進

行 性病機 ノ存在 テ認 メ得 ル者 ニ シテ赤血球沈降

速度 ノ正 常 ナル カ、或八極 ク軽度 二障碍 サ レタ

ル2名(Nr.3,8)二 就 テ観察 スル ニ、同時 二行

ヘルWeltmann氏 凝 固帯ノ・共 二 〇.7%迄 短縮

シ、一般症状 ト良 ク一致 ス。 即斯 ル場合、Welt-

mann氏 反 慮ハ 赤沈 二 死 シ償値 アル モ ノ ト認

メ得 ベ シ。一方」叉、Nr.9例 二於 テ示 セル如

ク、 赤沈速度 ノ極 メ テ高度 二連 進 セル ニ比 シ

Weltmann氏 凝 固帯 ノ短縮著 明 ナ ラザル モ ノ

ア リ。本例 バー般 症状極 メテ悪 ク、 良 ク赤沈速

度 ノ成績 ニ一致 ス。

上記 ノ如 ク雨皮慮ノ・常二必ズ シモ相準行 スルモ

ノニ非ザルモ、滲出性肋膜炎二於 テハ一般二病

機 ノ新鮮ナル時期二於テハ、赤血球沈降速度ハ

速進 シ1Weltmann氏 凝固帯 ノ・高度二短縮 ス

ル者多 ク、病状 ノ恢復二從 ヒテ赤血球沈降速度

拉二Weltmann氏 凝固帯ハ共 二正常値二核i復

ス(第10節 参照)。

血液像 二於 テハ軽度 ノ貧血 ト中性嗜好細胞核 ノ

軽度 ノ左側移動拉 二「モ ノチーテ ン」ノ軽度増加

ラ認 ムル者多 久M/:L卒:ノ 比較的高卒 ラ示ス

者多 シ。然 レ共、是等ハ常二豫後不良 ノ謹二非

ズ。病状 ノ恢復 ト共 二是等 モ恢復ス。

第八節 石灰化 セノレ者 二於 ケノレ實験成績(第7圖 参照)
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:第7

「レン トゲ ン」爲 眞像 ラ呈 セル者 ナ リ。

是等 ノ・何 レモ、赤血球 沈 降速 度、Weltmann氏

凝 固帯、血液像 二特記 スベ キ程 ノ異 常 ラ認 メ得
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ズ 。

第九節 粟粒結核 二於 ケノレ實験成績(第8圃 参照)

實験例僅 カニ2名 ナルモ、共 二赤血球沈降速度

ハ著明二遠遊 シ、Weltmann氏 凝固帯 ノ・短縮

第8

ス、血液像 ハ検 シ得 ザ リキ。
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第十節 経過 ヲ追 ヒテ観察 セノレ症例及興味 アノレ数例 ノ臨躰的所見(第9圖 参照)

第1例30歳 、 女。

診断。血行播種性滲出性肺結核。

病歴。既往症蛇二家族歴二於 テ ハ特記スベキモノ蕪

ク、昭和11年1月 下旬登病感冒 ノ診断 ノモトニ馨療

ヲ受ケー」時軽快 シタルモ、3月 頃 ヨリ再ビ咳漱、喀

疾、盗汗、登熟 ヲ來 ン某署ニヨリ同様ナル診断 ノモ

トニ加療中、6月 下旬二至 リテ顔面、四肢二浮腫 ヲ生

ジ、腎臓炎 ト診断 サ ソ治療ヲ受ケツ・アリタリ。此

ノ間検尿ヲ受ケシ事ナシト云フ。

漸次衰弱加バリ、咳漱甚 シ ク:爲二睡眠障碍サル。7

月2日 本院外來 ヲ訪v、 直二入院.ス。

現症。饅格、榮養共二不良、顔面軽度 二浮腫状 ヲ呈

シ、南側頸部淋巴腺栂指頭大二多数腫脹ス。髄温39。C

脈搏83、 整、緊張良、胸部二於テノ・南側肺尖部打診

音稽{短 ニシテ呼吸音 ノ・.__.般二鏡,両 側共二肩胸骨

腔二少数 ノ乾性鳴音ヲ聴取ス。

「レ'ソrゲ ソ」鴇眞像二於 テ ハ雨側共二美麗ナル播種

状滲出性浸潤 ヲ認メ、右側上、中葉ニノ・融合病竃 ヲ説

明ス。

赤血球沈降速度ノ・1時 間15、2時 間50、 中等値20ニ

シテ一般 症状虹二「v」線像力●病機 ノ高度且進行性ナル

ヲ示スニ拘 ラズ、赤沈i速度甚 シク軽微二止ル。然ルニ

Weltmann氏 完全凝固帯ノ・0.8%、 不 完全凝固帯0.45

%ニ ジテ何vモ 高度ノ短縮 ヲ示ジ、良クー・般所見蚊二

「レ」線像ニー・致ス
。

血液像二於テハ、赤血球数、血色素量、白血球数共二

減 少 ジ、 「エ オ ジ ン」嗜 好 細 胞 ・・消 失 ジ、中性 嗜 好 細 胞

ノ・高 度 ノ核 左 側 移 動 ヲ示:/、 「モ ノチ ー テ ソ」、淋 巴球

ノ・共 二減 少.スル モM!L率 ノ・極 メテ高,」。

尿 ニノ・蛋 白 「ズル フォ」ニ テ弱 陽 性、 「ヘ レル 」陰 性 、沈

渣 二特 記 ス ベ キ所 見 ナ ク、其 後 ノ検 査 二於 テ モ蛋 白陰

性 時 二弱 陽性 ニ ジテ、「ウロ ク ロモ ー ゲ ソJ「ヂ ア ヅ オ」

諸 反慮 陽性 ナ ル喜 多 シ。

経 過 。 髄 温 ノ・37。一39。 ノ間 ヲ弛 張 シ、 其 後 約1週 間

ノ・氣 分 稚 く良好 トナ リ、咳 漱 減 ジ、 安 眠 ヲ得 タ ル モ、

次 デ咽 頭 痛 ヲ訴 フル ニ至 リ、 専 門 的 検 査 ノ結 果 、咽 頭

結 核r診 断 サ ル。

7月25日 比 較 的 多量 ノ喀 血 ア リ。 次 デ下 痢 ヲ來 シ、

漸 次 呼吸 困難 ヲ來 シ、 其 後 約1週 間 ニ テ鬼 籍 二人 ル 。

此 間反 復 シテ行 ヘ ル 赤 血 …球沈 降 速 度 誼 二Weltmann

氏 反 応 ・・別 表 二示 ス が如 クニ ジ テ、赤 血 球 沈 降 速 度 ・・

反 ツ テ遅 延 シ7-5ヲ 示 ヌ 。

Weltmann氏 凝 固 帯 ・・著 明 ノ 短 縮 ヲ示 シ、 殊 二後2

同 ノ・何 レ・モ全 ク完 全 凝 固 ヲ起 ス ニ至 ラ ズ、而 シテ最 終

検 査 ・・赤 沈 反応 、Weltmann氏 反 応 共 二死 亡 前2-3

時 間 二行 ヘ ル モ ノナ リ。

卸 本例 二於 ケル 赤 血球 沈 降 速 度 ノ・所 謂 奇 異 現 象 ヲ示

セル モ ノニ シテ、Weltmann氏 反 慮 ノ・一般 臨 休 所 見

ト ヨタ一 致.ス。

第2例142歳 、 男。

診 断 。混 合 性 肺 結 核 、 喉 頭 結 核(?)

病 歴。 家 族 歴 二特 記 ス ベ キ事 ナ ク、患 者 ・・幼 時 ヨ リ虚
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弱ニシテ、長 ズルニ及 ピ、常二胃 「アトニ

ー」、胃下垂 ノ:欝欝藥 ヲ服用 シ居タルモ特記

ヌベキ程 ノ呼吸器疾患二種 リタル事ナシ ト

言 フ。昭和11年4月 以來微熱、食慾不振ア

リ、某署ニヨリ胸部 「vソ トゲソ」検査(:鳥

眞)ヲ 受ケ、軽度 ノ肺尖加答児ニテ心配ス

ノレ程 ノ事ナシ ト云ハル。其後引続キ治療 ヲ
し

受ケツ・アリシモ病状思ノ・シ'カラズ。4月

20日 頃 ヨリ咳漱、咽頭 ノ不快感 ヲ訴へ、當

科外来 ヲ訪 レ入院ス。

現症。髄格、榮養共 二不良、貧血ス。艦温

38.3。C脈 搏:70、 整:、緊張良、胸部左側ノ・

一・般二輕濁音 ヲ呈シ
、大小無数ノ水泡音ヲ,

聴 取ジ、殊二後方二甚シ。右側・・打診音二

攣化ナキモ、呼吸音・・甚シク鋭利 トナリ、

前下野二於 テ小水泡音 ヲ無敬二詮明ス。右

腎、胃、横行結腸ノ・共二高度二下垂ヌ。

「レントゲン」1鳥眞像 二於テハ左側ノ・全般 二

五 リテ一部培殖性ナルモ、主 トシテ滲出性

ノ陰影 ト鎖骨下二於ケル鶏卵大 ノ壁明瞭ナ

ル空洞5ケ ヲ謹明シ、右側二於テノ・一般 二

索状陰影 ト鎖骨下二於テ多数 ノ粟粒大 ノ滲

出性陰影 ヲ認ム。

尿拉二尿沈渣、便二所見ナク、赤血球沈降

i速度・・1時 間106、2時 間124、 中等値84

ニシテ著明二i遠遊シ、Weltmann氏 完全凝

固帯・・0.7%不 完全凝固帯0.35%ニ シテ短

縮ス。血液像二於テ・・赤血球鍛、血色素量

共二減少 シ、白血球撒・・尋常ナルモ、中性

嗜好細胞 ノ核左側移動 ヲ認メ.「 モノチー

テソ」ノ・増加 シ淋巴球 ・・正常値 ヲ示スモ

MIL率 ノ・培加ス。

経過、 絶対安静 ヲ命 ジ、「タカローゼJ及

「ノ・ツモソ」ヲ毎日注射 シ経過ヲ観察スルニ

髄温漸次下熱 シ、咳漱、喀疾共二減ジ、食

慾墳進 ン、髄重モ次第二増加ス。約2ケ 月

後少量 ノ血痕ヲ喀出 ジタルモ蝿音著シク減

少.ス。

此間行ヘル赤沈速度、Weltmann氏 凝 固帯

ノ・表二示ス如 ク、赤沈速度・・納 ζ恢復シタ
,

ルモWeltmannj… 凝 固帯 ニノ・異動 ヲ認 メ

ズ。入院後納3ケ 月牛ニテ退院ス。
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退院 後 モ安 静 ヲ守 ラ シ メ 「チ モ フォーゲ ソ」ヲ4ケ 月 二

:亙りテ3Kur(絶 対 量 約90gr)ヲ 行 ヒ現在 二及 ブ。2

Kurヲ 行 ヒ ゲ ル 後 「vソ トゲ ソ」検 査 、 赤 沈 速 度 、

Weltmann氏 反 騰 ヲ検 シ タ ル ニ、 「v」線 窮 民像 二於

テハ左 肺 上葉 二於 テ ・・一 部 陰 影 ノ吸 攻 サ ル ヲ認 メ得

ル モ伺 廣汎 ナ ル 梢 ζ壇 殖 性 陰 影 ト前 記 巨大 ナ ル空 洞

ヲ残 シ且縦 隔賓 ノ・高 度 二左方 二索 引 サ レ、右 肺 上 葉 二

於ケル粟粒大播種状浸潤ハ著 ジク

硬化セル像 ヲ呈ス。

赤沈速度・・次第 二遅延 シ、Welt・

mann氏 凝 固帯叉正常値 ヲ示ス。

尚喀疾中 ノ結核菌・・「チモフォーゲ

ソ」注射前 トKur中 及Kur後 二

於テモ毎視野1-2ケ 時 二10ケ 前

後 ヲ謹明シ「チモフォーゲソ」ニコ

ル影響ノ・認 メザリキ。

第3例 一 女、35歳 。

病歴。家族歴二於テノ、母ノ〉肺結核

ニテ且極メテ重篤 ナル 状態ニァ

リ。兄弟姉妹10名 アリシが内5名

・・肺結核ニテ死亡 ン、1名 ノ・腎臓

結核ニテ腎摘出術 ヲ受ケ、他 ノ1

名 ・・肺結核ニテ治療 中ナリ。

約3年 前 ヨ リ37。C-38。Cノ 微熱

ヲ訴へ、殊二月経前期二於テ規則

的二登熟ヌ。盗汗、食慾不振 ヲ主

訴 トシテ約2ケ 年間通院ス。此間

約1ケ 月乃至2ケ 月ノ間隔ヲ置キ

テ赤沈速度及3ケ 月乃至5ケ 月 ノ

間隔 ヲ置キテ「レントゲ ン」窮民ヲ

撮影ス。胸部 二於テ・・時二左側或

・・右側肩胸腔 二於 テ捻髪音ヲ聴取

スル事 アルモ多クノ・理學的所見ヲ

鉄 ク。「レ'」線爲眞像、赤沈速度二

於 テモ毎常同様 ナル所 見_;/テ 、

即「v」線像二於テ・・血管、氣管枝

ノ索状陰影稚 く著明ナル ト両側肋

膜 ノ軽度癒著アル他二著攣ナク、

赤沈速度二於テモ毎常10以 内ニシ

テ異常 ヲ認メズ。

上記 ノ如キ所見ニテ長 ラク外來 二

通院 シ居タルモ、近時盗汗、食慾

不 振 盆 く甚 シク、 不 眠 ヲ訴 へ 入 院 ヲ希 望 ヌ。

入 院 後 モ卒 日 二於 テ ノ・37。一37.4C、 月経 前10-12日

ニ ハ38。 一38.3。Cノ 登 熟 ア リ。

経 過 、 同様 ナ ル状 態 ニ テ 髄 重 ノ・42-44Kgノ 間 ヲ上

下 シ、 軽 度 ノ運 動 後 二於 テ ノ・禮 温 ・・38。一38.5℃ ヲ動

揺 ス ル モ亭 静 ヲ保 テ バ37。C前 後 二 止 リ月経 前 期 ノ登

熟 ノ、爾 依 然 タ リ。
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食慾ノ・漸次増進 シ、睡眠障碍次:第二消失 シタルヲ以テ

約4ケ 月後退院ス、其後2ケ 月後貴弟が來院 ノ際 ノ話

デノ・元氣二普通 ノ生活 ヲ替 ミ居ル ト云フ。

入院中二行 ヘル 赤沈速度、Weltmann氏 凝 固帯・・別

表 二示 ス如 ク、赤沈i速度ノ・7-12ノ 中等値 ヲ示ジ

Weltmann氏 凝固帯ノ・毎常著明二延長.ス。

第4例21歳 、男。

滲出性肋膜炎。

病歴。父ノ・肺結核ニテ死亡.ス。

既往歴二特記スベキモノナク、 約3日 前 ヨリ38.5。C

ノ登熟、左側胸痛、咳漱、食慾不振 ヲ訴へ外來 ヲ訪v

即 日入院ス。

現症、燈格榮養共二良好、稚 く貧血ス、脈搏遠遊シ、

盟温39.8。C左 側胸部・・乳腺 二於 テ第4肋 間腔以下濁

音ヲ呈.」、呼吸音消失ス。直チニ肋膜穿刺 ヲ行 ヒ約

1000cαノ浸出液 ヲ排出メ、 當時 ノ赤沈i速度ノ・中等値

86、Weltmann.氏 凝 固帯ノ・全 ク完全凝固ヲ起スニ至

ラズ、帥著明二短縮ス。

血液像二於テノ・赤血球籔、血色素量共二減少シ、 白血

球倣・・稚 く増加 シ、中性嗜好細胞 ノ核左方移動 トヲ認

メ、淋巴球ノ・減少シ「モノチーテ ソ」・・稚 く増加ス。

M1:L奉 ノ・高率 ヲ示.ス。

経過。其後6日 ニシテ再 ビ肋膜穿刺 ヲ行 ヒ約1500cα

ノ浸出液 ヲ得。此 ノ間艦温・・38。一39.3。C二 達 シ、尿

量600-800α αナ リ。第2同 穿刺後・・罷温漸次下 りテ

約1週 後二於テノ・36.3-37。Crナ リ尿量増加 ン、 自

費的ニモ諸症大 イニ軽減ス。約3週 後第3回 目ノ穿

刺 ヲ行 ヒ浸出液約200cα ヲ得、 其後 モ順調ナル経過

ヲトリ入院後2ケ 月ニテ軽快退院ス。

其間二施行セル赤沈速度及Weltmann氏 凝 固帯・・別

表二示スガ如〃略 く相準行 ジテ恢復セリ。

第5例25歳 、男。

病歴。既往症、及家族歴二特記スベキモノナク、約2

ケ月來38。C前 後 ノ登熟 ト盗汗、右側胸痛 ヲ訴へ某馨

ニヨリ肋膜炎 ノ診断 ノ下二治療 ヲ受 ケツ ・アリシモ .

病状一進一退 シ漸次庶痩ス、俵ッテ本院二入院ス。

現症。髄格、榮養中等度、胸部・・右側後下方二濁音 ア

リ、呼吸音微弱、其他二・・特記スベキ程 ノ理學的所見

ヲ認 メズ。

「レントゲ ン」鴇眞像 二於テ・・、右側ニノ・極少量 ノ肋膜

液 ヲ認 メ、南側共二肺門部 ヨリ据ル著明ノ索状陰影乃

至、粟粒大播種状陰影 ヲ認 ム。反復検疫 セルモ結核菌

ノ・常二陰性ニシテ尿、便二病的所見ナシ。

赤沈速度・・高度二連進 ジ中等値74、Weltmann氏 凝

固帯ノ・完全凝固0.7%ニ シテ短縮ス。

経過、胸部二於テハ他昼的ニノ・異常 ヲ認メ得ザルモ、

常二全均倦怠、食慾不振、盗汗、肩脚部 ノ痔痛及頭痛

ヲ訴へ、時二後頭部 ノ劇痛 ト悪心、嘔吐ヲ件ヒ、軽度

ナルモ項部強直、及K6rnig症 状、腱反射 ノ元進等

脳膜炎襟症候 ヲ呈ス ル 事アリ。約3ケ 月ノ入院ノ後

事故退院ス。此間二於ケル赤沈速度、Weltmann氏 凝

固帯・・別表 二示スガ如 クージテ、赤沈速度ハ常二著明

二連進 シWeltmann氏 凝 固帯・・一時稚 く延長 ノ傾向

ヲ認 メタルモ、退院前二行 ヒタルモ ノノ・甚シ〃短縮

ジ、完全凝固ハ全〃起ラズ、其後來院 主ザル爲其後ノ

経過不明ナ リ。

第6例18歳 、男。

右側滲出性肺結核。

病歴。既往歴 二於 テ2年 前右側乾性肋膜炎ノ診断ヲ

受ケシ事 アリ、共後納1年 ハ健在 ニテ通學 セルが近時

全勇倦怠 ト咳漱、喀疾、旛痩 ヲ訴へ入院ス。

現症、貧血、姦痩ス。右側上野二於テ少数ノ水泡音 ト

輕濁音 アリ。「レントゲ ン」像二於テノ・右側・・上中野二

:亙りテ滲出性浸潤 ト上野二於ケル鶏卵大空洞 ヲ認ム。

赤血球沈降速度・・著明二連進 ン、 中等値72依 ツテ人

工氣胸術適応症r認 メ、再三施行 セルモ肋膜癒著ノタ

メ施術不可能ナリ。依 ソ テ胸廓整形術 ヲ行フ。術後

経過極メテ良好ニ ジテ赤沈速度、Weltmann氏 凝固

帯・・別表二示ス如 〃術後約2ケ 月後頃ヨリ赤沈速度

稚 く恢復シWeltmann氏 凝 固帯叉正常値 ヲ示ジ、

般症状モ軽減シ入院後5ケ 月ニシテ轄地ス。

別表第16例 二示セルモノモ略 く同様 ナル成績 ヲ示セ

ルモ ノーシテ、本例二於テモ右側ノ滲出性浸潤r空 洞

ヲ謹明シ、比較的多量ノ喀血 ト獲熱ヲ主訴 トシテ入院

シ、人工氣胸 術 ノ過慮症r認 メ得 タルモ癒著ノタメ施

術不可能ナ リシタメ、胸廓整形術 ヲ行ヘ リ、本例二於

テノ・病竈廣汎ナ リシタ メ手術 ヲ2同 二分チ背面二於

テ第1同 手術rシ テ右上牛部二行 ヒ、次デー定期間後

第2同 手術rシ テ下半部 二及ビ全手術 ヲ終了セリ。

術後 ノ経過良好 ニテ術後 ノ・喀疾結核菌減少 ジ約1ケ

月後ニノ・消失、其後現在二至ルモ常 二陰性ナ リ。約4

ヶ月後軽快退院ス。

此間二行ヘル赤沈速度、Weltmann氏 凝 固帯 ・・表呈

示ス如クニシテ、第2同 以後 ノモノノ・全手術 ヲ終了後
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ノモノニシテ、赤沈速度ノ・一時遠遊セルモ後二・・次第

二遅延シWeltmann氏 凝 固帯モ亦一時短縮ジタルモ

後二・・正常値 ヲ示 シ、 目下術後約1ケ 年 ヲ経過セル

モ、白魔的及他覚的二特記スベキ程 ノ異常ヲ認 メズ、

略 く尋常ノ生活 ヲ瞥 ミ居vリ 。

第8例 一48歳 、女。

硬化性肺結核。

病歴。約5年 来咳漱、喀疾 アリ、慢性氣管枝加答児、

或・・喘息ノ診断 ヲ受ケ居タ リ。

現症。集義不良、貧血スi胸 部 二於テ・・特記スベキ理

學的所見ヲ鉄 ク。「vソrゲ ソ」爲眞像 二於テハ両側共

二硬化性浸潤 ヲ認 ム。 喀疾結核菌陰性。 赤:沈速度及

Weltmann氏 凝固帯・・表二示ス 如ク、赤沈速度・・毎

常略 く尋常、Weltmann底 反慮 ノ・第1同 二於 テノ・短

縮セルモ其後比較的短 日時ニシ テ行ヘルモ ノニ就イ

テ見ルニ正常値 ヲ示シ、其後 ノ検査ハ毎常正常値ヲ示

セリ。

第9例 ■36歳 、男。

滲出性肋膜炎。

第4例 二於テ述 べタノレr略 く同様 ナル経過ヲトリ1約

2ケ 月入院 ノ後軽快退院セノレが、コノ間二行ヘル赤沈

速度、Weltmann氏 凝 固帯ノ・表二示ス 如〃、赤沈速

度ハ.__.時著明二連進シタノレ後比較的速二恢復セリ。

Weltmann氏 凝 固帯・・初期二於 テ ノ・著明二短縮シ、

後連二恢復セリ。

第10例 一20歳 、女。

混合性肺結核。

病歴。家族歴二於テ父・・肺結核ニテ死亡シ、姉ノ・肺結

核ニテ入院治療 中ナリ。

既往歴二於テノ・特記スベキ程 ノモノ無 ク、極メテ健康

ナリシト云フ。約1年3ケ 月前二突然劇 シ キ咳漱 ト

共二多量 ノ喀血アリ。爾来登熟、全均倦怠、咳漱、喀

疾アリ、其後モ数回喀血 アリ。

現症。高痩貧血ス。胸部二於 テ ハ左側ハ大小無数ノ

水泡音 ト打診音短縮ス。右側二於 テ ハ 一般 二呼吸音

鏡ニシテ前中野二小水泡音 ヲ謹明ス。「レソrゲ ソ』罵

眞像二於テノ・左側ハ同質性 ノ濃厚ナル 陰影 ヲ以テ覆

ハv 、右側バー部塘殖性、一部滲出性ノ浸潤 ト多藪ノ

巨大空洞ヲ詮明ス。

本初二於テWeltmann氏 反応ヲ槍 シタルノ・入院後既

二1ケ 年以上ヲ経過シタル後ニシテ
、其間二行ヘノレ赤

沈速度ハ毎常高度二連進シ、最高(入 院常時)106、 最

低56ヲ 示ス。

経過。入院後モ鍛同 ノ少量喀血 アリ。 約3ケ 月ニシ

テ漸次諸症軽減 シ居タルモ、:第1同Weltmann氏 凝

固帯ヲ楡 シタル前約1ケ 月帥チ4月 上旬頃 ヨ リ食慾

不振r咳 漱、不眠 ヲ訴へ胸内苦悶アリ。第1回Welt・

mann氏 凝 固帯ハ0・7%ニ テ 軽度短縮シ、 赤沈速度

ハ100ニ シテ著明二連進ス。

血液像 二於テハ赤血球撒、血色素量共二稚 く減少 シ、

白血球数ハ著明ノ塘多症ア リ、 即チ3萬 ヲ算ス。 「エ

オジン」嗜好細胞、淋巴球ハ共二減少シ、中性嗜好細

胞ハ壇加シ著明ノ核左方移動アリ、「モノチーテソ」ノ・

塘加シM1:L率 ノ・高率 ヲ示ス。

此頃ヨリ下痢便1日4-5行 、腹痛 ヲ件ハズ。叉、耳

痛、次デ耳漏アリ、專門的検査ニヨリ慢性結核性中耳

炎 ノ診断ヲ受ク。

衰扇頭二加・・リ36。C-39。C二 達スル弛張熱 ト劇 シキ

咳漱、胸内苦悶アリ。同様ナル状態 ニテ約2ケ 月ヲ経

過シ鬼籍二人ル。

此間反復シテ行 ヘ ル赤沈速度、Weltmann氏 凝 固帯

ハ表 ノ如ク、赤沈速度ハ病状 ノ増悪 ト共 二反ツテ遅延

シ、所謂、奇異現象ヲ示シ、Weltmann氏 凝 固帯叉病

状 ノ進行 ト共二著明 二延長セリ。 而シテ最終検査ハ

赤沈、Weltmann雨 反応共 二死亡前約5時 間二施行

セノレモノナリ。

叉第4圖 松下(Nr.5)二 於 ケルモ ノモ、死亡當日ノ實

験成績ニシテ、赤沈反応ノ・高度 二連遊毛ノレモ、Welt・

mann氏 反応ノ・延長 ヲ示セリ。

第17例 一18歳 。

血行性肺結核蛇二筋腹膜炎f

病歴。生來健康ニシテ著患ヲ識 ラズ。昭和11年6月

中旬何等 ノ原因r認 ムベキモノナ〃、突然悪寒ヲ件ヒ

テ暑熱ス。次デ左側胸痛 ヲ訴へ、咳漱、食慾不振 ヲ件

フ。當時某駿ニヨリ、検尿、 「v」線検査(透 視)、 「ウ

イダール」反応等ヲ施行サルモ、何vモ 認ムベキ所見

ナシr云 ハル。其後2、3ノ 他署ニヨリ、或 ノ・肋膜炎

或 ハ膀胱炎 ノ診断ヲ受〃、其後約1ケ 月ヲ経過 シ、呼

吸困難アリ、滲出性肋膜炎 ノ診断 ノ下二本院二途院サ

ノL㌔

入院當時 ノ所見、髄絡、榮養共二中等度ナ〃モ皮膚蒼

白、呼吸困難アリ。髄温39。C、脈搏:102、 胸部二於テ

ハ、左側ハ純濁音 ヲ呈シ、呼吸音消失、右側ノ・打診音

正常ナルモ呼吸音極メテ鋭。腹部 ハ軽度二膨満ス。検
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尿上蛋白陽性、尿沈渣二所見 ナシ。

侠 ツテ直チニ肋膜穿刺 ヲ行 ヒ、約1200αc.ノ 透 明ナル

滲出液ヲ得。呼吸次第二干静 トナリタルモ、同側 二於

テ捻髪音 ヲ謹明ス。「レ」線窮眞像 二於テハ雨側共 二

播種状浸潤 ト左側上葉二於 ケル 融合病竈蚊 二早期空

洞 ヲ謹明ス。喀疾中ノ結核菌陽性。

赤血球沈降速度ノ・1時 間86、2時 間132、 中等値76、

Weltmann氏 完全凝固帯・・0.9%、 不 完全凝固帯0.4

%ニ シテ、著明二短縮 シ、 血液像二於テハ赤血球鍛、

血色素量、白血球数共二輕度減少 シ、「エオジン」嗜好

性細胞ハ清失 シ、中性嗜好性細胞ハ著明ノ核左方移動

ヲ示シ、淋巴球・・高度二減少 シ、MIL卒 叉高シ。

輕過、肋膜滲出液ハ共後増加セザリシモ、約2ケ 月筍

二於テ腹膜炎 ノ症状著明 トナ リ、腹部 ハ膨満シ、左偵

下腹部 二手拳大 ノ抵抗 ヲ燭知ス。 胸部二於テハ所貝

一進一退シ、咳漱、悪心、嘔吐、食慾不振アリ。種 々

ナル治療モ数ナク、入院後6ケ 月ニテ鬼籍二入ル。

此間行ヘル、赤沈、Weltmann雨 反慮共二多少ノ圓

揺アリシモ、常二高度 二障碍サ レ、一般状態 トヨクー

致ヌ。

即チ本例二於クル肋膜炎 ハ血行性結核 ノー分症 トシ
ロ

テ 現 ・・レタル モ ノニ シ テ、滲 出液 排 除 吸 攻 サ レタル 循

二於 テモ 、Weltmann氏 反 磨 、 赤 沈 遽 度 、血 液像 共 二

恢 復 セ ズ。 極 メ テ興 味 ア ル症 例 ナ リ。

第四章 総 括

余等 ハ縣立瀞 戸病院 中院 内科 ノ入院及外來患者

中 ノ肺結核 蚊 二肋膜 炎患者121名 及 封照 トシテ

健康 者20名 テ選 ビ、 同時 二 赤血球沈降速度、

Weltmann氏 凝 固帯、血液像、「レン トゲ ン」爲

眞像 ラ検 シ、次 ノ如 キ所見 テ得 タ リ。

健康 者 二於 テノ・、 赤沈速度(中 等値)ハ8以 内"

シテ、Weltmann氏 完 全凝 固帯 ノ・0.45%ノ 者 大

多数 ラ占 メ、0.5%ヨ リ短縮 スル者 ナ ク、0.4%

ヨ リ延 長 スル者 ナ シ。 不完全凝 固帯 ハ縮 テ0.2

%二 至 ル。

硬 化性乃至」曾殖 性 ノ停止性肺結 核 二於 テハ赤沈

速 度 ハ時 二比較的高度 屯速 進 スル者 アルモ、正

常 ナルカ輕 度 二速 進 スル者多 シ。而 シテ比較 的

短 時 日間 ニモ著 明 ノ相違 アル事 アリ。Weltmann

氏 凝 固帯 ハ正 常 ナル カ、梢 ≧延長 ノ者多 ク、短

縮 スルモ極 ノテ輕度 ナ リ。不完全凝 固帯 ハ各例

ニ ヨリソ ノ消長極 ノテ魑 々ニ シテー定 ノ見解 テ

下 シ難 シ。

滲 出性肺結核 二於 テハ、赤沈速度 ハ多 クノ・高度

二速進 スル モ、 時 ニー般所見、 「レ」線像等 ヨ リ

明 二進 行性結核 ト診 断 シ得 ル者 ニ シテ然 モ正常

値 テ示 スカ、速 進 スルモ ソノ度極 メテ輕微 二止

ル者 アリ。斯 ル場 合Weltmann氏 反 慮 ノ・赤沈

反慮 ノ度 二比 シ高度 二短縮 スル者 アリ。從 テ斯

ノ如 キ場 合Weltmann氏 反 磨 ハ有力 ナル補助

診断 法 タ リ得ベ シ。

一方Weltmann氏 反 慮 ノ ミニ就 キテ観察 スノL

二、進行 性肺結核 二於 テノ・完全凝 固帯 ノ正常値

ラ示 シタル者約29%反 ツ テ延長 ノ傾 向テ認 メ

シ者12.3%ニ シテ、短 縮 セ シ者58.5%ナ リ。

而 シテ純滲 出性 ノ者 二於 テノ・大多数 二於 テ短縮

シ混合型 ノ既 二末期 二近 キ者 二於 テ凝固帯 ノ正

常 ナル者 、延 長 セル者 アル テ経験 セ シ事厘 ≧ナ

リ。殊 二死 亡前撒 時間乃至短 日時 二於 テ延長ス

ル者 アル テ認 メタ リ。

又 同一患者 二就 テ比較的短時 日ノ間隔 ヲ置 キテ

反復 セル ニ、 臨躰所 見 二特記 スベキ程 ノ髪化テ

認 メ得 ザル場合 二於 テモ、 ソノ動揺甚 シキ事 ア

リ。

之 テ要 スル ニ本反 鷹短縮 スル場合ノ・略 ≧疑 ヒナ

ク進行性病機 ノ存在 ラ推 定 シ得 ルモ、正常値乃

至延長 スル場合 ニハ必ズ シモ進行性 ナ ク、豫後

良好 ナル謹 トノ・断 定 シ難 シ ト言 フテ得 ベ シ。

然 レ共、余 等ハ斯 ル揚合存在 スル ラ以 テ早急二

Waltmann氏 反 慮 ノ結 核診断拉 二豫後判定上

ノ償値 テ云 々 スル モ ノニ非 ザル ノミナ ラズ。赤

沈反磨 ノParadoxナ ル場合 二於 テ重 要ナル役

割 テ演 ズル事 アリテ、赤沈反慮 ト共 二重要 ナル

補助診断 法 タルモ ノ ト認 ム。蓋、練 テノ血清學

的反 磨 ハ絶 封的 二信頼 シ得 ルモ ノニ非 ザ レバナ
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リ。

次二滲出性肋膜炎二就 テ観察 スルニ、疾病 ノ初

期二於 テノ・赤沈、Weltmann氏 雨反磨共 二高

度二障碍サレ、経過 二從 ヒ、病状 ノ恢復 ト共 二

該反慮ハ略{ZF行 シテ恢復 ス。而 シテ興味 アル

ハ、血行性結核 ノー分症 トシテ現ハレ來 レル肋

膜炎ニシテ、斯ル揚合、滲出液 テ排出 シ又ノ・吸

牧サレタル揚合 二於 テモ、赤沈反慮Weltmann

氏反磨ハ恢復セズ。斯ル場合 二於 テハ充分ナル

注意テ要スルハ勿論 ナリ。

血液像二就 テ観ルニー般 二良好ナル経過 ラ トレ

ル者 二於テハ、特記 冬 ベ キ程 ノ攣化ヲ認 メ難

ク、滲出性ノ者 二於 テモ、病竈僅少ナル者 二於

テハ特記スベキ程 ノ攣化 ラ認 メ難 キ者多 シ。中

性嗜好細胞 ノ著明ノ核左側移動 テ認 メ。淋巴球

ハ減少 シM/L傘 ノ高卒 ラ示 ス者ハ多 クへ 廣

汎ナル進行性病機 ノ存在 スル者 ニシテ豫後不良

ナル者多 ク、又著明 ノ白血球壇多症 ラ認 ムル

者、及著明 ノ白血球減少症 テ來 セル者ノ・何 レモ

豫後不良 ノ者多 シ。檜殖性或ノ・硬化性ノ者 二於

テハ著明ノ「エオジン」嗜好細胞 ノ檜多ラ認 ムル

事 アリ。

赤血球数、血色素量ノ・共 二正常乃至輕度減少ス

ル者大多数ニシテ、進行性病機 ノ存在 スル者ハ

多 クハ輕度乃 至中等度(赤 血球敷300萬 前後)、

ノ貧血 ラ認 ムル モ、時 二豫後不良 ナル者 ニ シテ

而 モ赤 血球数、血色 素量共 二正常 ナル者 アリ。

Anisocytose,PoikylocitosePolychromasie等

ハ著 明 ナ ラズ。

滲 出性肋膜 炎 二於 テノ・白血球 撒 ハ正常乃至屡 ≧

檜多 ノ傾向 ノ者 多 ク、時 二中性嗜好細胞 ハ檜加

シ、核左方移動著明 ニ シテ、淋 巴球減少 シ、又

ノ・M/L卒 ノ高率 テ示 ス者 アル モ、是等 ハ必 ズ

シモ豫後不良 ノ者 二非 ズ。

赤血球像 二於 テモ著攣 ナキ者 多 シ。

以上述 べ來 タ レ ル 赤沈反癒、Weltmann氏 反

磨、血液像 トノ相互的關係 二就 テ観 ル ニ、是等

ノ間 ニハ常 二必 ズ シモ…一・・A一定 ノZF行 關 係 テ有 スル

者 二非 ザルモ、赤沈速度速進 シ、Weltmann氏

凝 固帯短縮 シ、血液像 二於 牙、貧血、 白血球減

少症1又 ハ檜多症)中 性嗜好細胞 ノ核 左方 移動 、

淋 巴球 ノ減 少、M/L傘 ノ高卒等 ラ認 メ得 ル者

ノ・略 ≧疑 ナク進行性病機 ノ存在 ラ推定 シ得 ル者

ニ シテ
、豫後不良 ノ者 多 シ。

然 レ共、多数 ノ例外 ノ存 スル事ノ・前述 セル如 ク

ニ シテ、是等 ノ 間 二嚴密 ナ ル 卒行 關係 ラ有 セ

ズ、時 ニノ・逆 關係 ノ存在 スル事 モ亦 事實 ナ リ。

第五章 結 論

1)肺 結核患者二於 テ、Weltmann氏 凝固帯 ノ

短縮著明ナル者ハ、少数 ノ例外ラ除キテ、大多

撒 二於テ、赤沈反磨速進スルモ、赤沈反磨速進

スル者必ズ シモ凝固帯短縮 セズ。

2)肺 結核患者二於 テ、凝固帯短縮 スル者ハ必

ズ滲出性ノ病機テ有スル者 ニシテ、短縮高度 ナ

ル者ハ進行性強 ク、豫後不良ナリ。

3)肺 結核患者二於 テ、重篤ナル病状 テ有 スル者

必ズ シモ常 二凝固帯短縮 スルモノニ非ズ。余等
ハ死亡前短時 日二於テ凝固帯 ノ延長スル者 アル

テ認 メタリ.

4)檜 殖性、及硬化性肺結核患者 二於 テハ、凝固

帯正常 ナルカ延長 シ、短縮 スルモ、 ソノ度極 ノ

テ輕度 ナリ。

5)肺 結核患者 ノ多撒 一於 テ、赤沈速度ハ速進

スルモ、病型 ト赤沈速度 ノ程度 トノ間ニノ・必ズ

シモ常 ニー定關係 テ有 セズ。

6)肺 結核患者 ノ血液像 ハ、大艦重篤ナ ル者 二

於 テ、赤血球数、血色素量減少スルモ、重症ナ

者 二於 テ、術正常又ハ檜多 ノ傾向テ有 スル者 ア

リ。 白血球数ハ著明 ノ檜加テ來 ス者 ト、著明ノ

減少テ來 ス者 アリ。是等 ノ揚合ニハ何 レモ豫後

不良ナリ。

中性嗜好細胞 ノ核左方移動著明ニシテ、淋巴球
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減少 シ、「エオジン」嗜好細胞 ノ消失、M/L卒 ノ

高卒 テ示 ス者ハ豫後不良ナ リ。

7)滲 出性肋膜炎 ノ新鮮ナ ル 時期 二於 テハ赤沈

反磨、Weltmann氏 反慮ノ・共 二高度二障碍サ

レ症状 ノ恢復 ト共 二漸次是等 モ恢復ス。

8)赤 沈反慮、Weltmann氏 反慮、血液像 トノ

相互間ニハ、常 二必ズシモ卒行關係 テ有 スルモ

ノニ非ズ.

9)是 等 ノ三者ハ何 レモ診断、及豫後制定上債

値 アルモ ノト認 ム。

欄筆 二當 リ、終始御懇篤ナル御指導拉二御校閲

テ賜 リタル恩師中院博士二深謝 ス。
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